
厚木市ナラ枯れ被害対策事業補助金交付要綱

（趣旨）
[bookmark: _GoBack]第１条　この要綱は、カシノナガキクイムシが媒介するナラ菌により引き起こされるナラ枯れ被害により枯損した樹木で、倒木、落枝等により人身又は家屋等への重大な被害を及ぼす危険性の高いもの（以下「危険木」という。）の伐採等を実施する者に対して、予算の範囲内において厚木市ナラ枯れ被害対策事業補助金（以下「補助金」という。）を交付することについて、厚木市補助金等交付規則（昭和45年厚木市規則第５号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。
（補助対象者）
第２条　補助の対象となる者は、市内に危険木を所有し、又は管理する者であって、その危険木の伐採等を実施するものとする。
（補助対象経費）
第３条　補助の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、危険木の伐採等に要する経費とする。
（補助金の額）
第４条　補助金の額は、補助対象経費に２分の１を乗じて得た額（1,000円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てる。）とし、20万円を超えない額とする。
（交付の申請）
第５条　補助金の交付を受けようとする補助対象者（以下「申請者」という。）は、厚木市ナラ枯れ被害対策事業補助金交付申請書に次に掲げる書類を添えて、あらかじめ市長に提出しなければならない。
(1) 事業計画書
(2) 収支予算書
(3) 危険木の位置図及び写真
(4) 申請額の算定根拠を示す書類
(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類
２　同一年度における補助金の交付申請は、１回限りとする。
（交付の決定）
第６条　市長は、前条の規定による申請があった場合は、その内容を審査し、適当と認めたときは、厚木市ナラ枯れ被害対策事業補助金交付決定通知書により当該申請者に通知する。
（完了報告）
第７条　前条の規定により補助金の交付の決定を受けた者（以下「交付決定者」という。）は、速やかに危険木の伐採等を行い、伐採等が完了したときは、厚木市ナラ枯れ対策事業完了報告書に次に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならない。
(1) 事業報告書
(2) 収支報告書
(3) 補助対象経費の支払額を証明する書類 
(4) 危険木の伐採等の実施状況が分かる写真
(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類
（補助金の交付）
第８条　市長は、前条の規定による完了報告書が提出された場合において、その内容が適正であると認めるときは、交付決定者から提出された厚木市ナラ枯れ被害対策事業補助金請求書に基づき、補助金を交付するものとする。
（補助金の交付決定の取消し及び返還）
第９条　市長は、交付決定者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、補助金の交付決定を取り消し、又は変更し、既に交付した補助金の全部若しくは一部を返還させることができる。
(1) 虚偽その他不正な手段により補助金の交付を受けたとき。
(2) 前号に掲げるもののほか、事業の実施に関し、補助金の交付決定の内容及　びこれに付した条件に違反したとき又は市長の指示に従わなかったとき。

附　則
　この要綱は、令和５年４月１日から施行する。
　　


